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研究成果の概要（和文）：本研究では，(1)発達・学習段階の異なる学習者に対する英語絵本の読み聞かせ聴取
時の脳反応と(2)「読み手」側の英語絵本読み聞かせ中の脳反応について，NIRS（近赤外線分光法）を用いて検
証した。小学生・中学生・高校生・大学生を対象に，日本語と英語の絵本読み聞かせ聴取時の脳活性状態を比較
した結果，小学生と中学生・高校生・大学生では脳活性状態に違いが見られ，英語学習歴が長いほど，日本語と
英語の読み聞かせ聴取時の有意な差が前頭前野の広範囲に認められた。また，「読み手」側においては，音読読
みと聞き手を意識した読みという２つの読み方の違いによる脳活性状態に有意差は見られなかった。

研究成果の概要（英文）：This study investigated (1) the differences of brain reactions at different 
English learners’ levels while listening to picture-book storytelling in Japanese and English and 
(2) the brain activation patters of readers while reading an English picture book, using NIRS (Near 
Infrared Spectroscopy). In Part I, the subjects were divided into four groups (elementary school, 
junior high school, high school, and university). The results indicated (1) there were differences 
in brain activation patterns between the elementary-school group and the other groups and (2) when 
listening to English picture books and listening to Japanese picture books, more prefrontal cortex 
channels become statistically significant as learners’ English levels become higher. In Part II, 
the university students were asked to read an English picture book to themselves, and then to 
listeners after receiving training. The result showed no significant differences between the two 
reading styles. 

研究分野： 英語教育学

キーワード： NIRS　英語絵本　読み聞かせ　発達・学習段階の差
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本人学習者に対する英語絵本の読み聞かせは，導入期を中心に普及しつつあるが，その効果に関する科学的な
検証はこれまであまり行われていなかった。また，発達・学習段階の異なる学習者を対象に，同じ指導法の効果
について脳科学的見地から検証した研究も見られない。そのため，発達・学習段階の異なる学習者，特に小学生
と大学生においては，英語絵本の読み聞かせ聴取時に脳の前頭前野の賦活部位および賦活状況に違いがあること
を示した点が本研究の学術的意義であり，今後，発達・学習段階に応じた指導法，教材選定基準の提案につなが
る可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 「絵本の読み聞かせ」は，母語，外国語を問わず，(1) 将来自分で「読む」際に必要な知識を
習得することができ（Anderson et al., 1985），(2) 人に読んでもらうことで未知の語彙や表現を
理解することが容易となり（Fountas & Pinnell, 1996），(3) 自分で「読む」ことに対する動機
を与えると同時に，優れた読み手のロールモデルを示すことができる（Neuman et al., 2000）
という利点があると提唱されている。そのため，2020 年度からの新学習指導要領施行に向けて，
導入期における「英語絵本の読み聞かせ」指導の効果が注目されている。 
 母語である日本語における「読み聞かせ」に関する研究は，幼児教育，教育学，教育・発達心
理学など様々な分野で行われており，思考力・集中力・想像力の育成，語彙力・学習意欲・読書
率の向上，精神状態の安定などに効果的であると示唆されている。 
 さらに，日本語における「読み聞かせ」に関しては，脳機能に着目した研究も徐々にみられる
ようになってきており，泰良（2009）は，読み聞かせ聴取時の子どもの脳の働きを fMRI で測定
した結果，感情・情動にかかわる大脳辺縁系が活性化したと指摘している。 
 一方で，日本国内における英語絵本の読み聞かせに関する研究はまだ少ないが，大川（2015）
は，小学校で英語絵本を用いた授業を行った結果，聴解力の向上，および中学年における情意面
での効果があったと指摘している。また，湯川他（2009）や杉本他（2010）は小学生に対する
英語絵本の読み聞かせにより，児童のテキスト能力が向上したと報告している。 
 上記のように，母語である日本語による絵本の読み聞かせに関する研究と比較して，日本人学
習者に対する英語絵本の読み聞かせに関する先行研究は，英語絵本教材の紹介や幼児・小学生を
対象とした実践報告が中心であり，まだ緒についたばかりである。また，「英語絵本の読み聞か
せ」という指導法の効果について，発達・学習段階の異なる学習者を対象に検証した先行研究も
見られない。さらには，日本人学習者に対する英語絵本の「読み聞かせ」における脳科学的見地
からの研究もほとんどない。そこで，英語絵本の読み聞かせの効果および発達・学習段階に合わ
せた指導法についての教育的示唆を得るために科学的な検証が必要である。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，日本人学習者に対する「英語絵本読み聞かせ」の効果に関する知見を得るた
めに，(1) 小学生・中学生・高校生・大学生を対象に，日本語と英語での読み聞かせ聴取時の前
頭前野の賦活状況を NIRS を用いて測定することにより，発達・学習段階の差異を検証する【実
験 1】，(2) 大学生に対して英語絵本の読み聞かせ指導を実施し，「読み手」側の前頭前野の賦活
状況を NIRS を用いて測定することにより，読み手側の効果についても検証する【実験 2】こと
である。 
 
３．研究の方法 
 本研究では，すべての実験において
Spectratech社 光イメージング脳機能測定
装置OEG-16を使用し，脳波記録の国際10-
20 法の Fpz を中心に，前頭前野の測定チャ
ンネル（全 16 チャンネル）における脳血流
の賦活化を観測した（図 1）。また，竹井機
器 視線計測装置 TalkEye Lite T.K.K.2950
を使用し，視線の動向・注視の状況を観察
した。 
 本研究は，大分大学医学部倫理委員会の
承認(No. 1661)を得て行い，実験参加者に対しては，実験の概要および NIRS と視線計測装置の
仕組みおよび安全性を説明し，同意を得た。 
 
(1) 英語絵本読み聞かせ聴取時における発達・学習段階における差の検証実験 
 発達・学習段階の異なる学習者における絵本読み聞かせ聴取時の脳内活動を検証するために，
小学生・中学生・高校生・大学生を対象に，日本語と英語の絵本の読み聞かせを行う実験を実施
した。 
 実験プロトコルは，次の通りである。 
 ①レスト(60 秒)→②日本語による読み聞かせ聴取(約 60 秒)→③レスト（60 秒）→ 
 ④英語による読み聞かせ聴取（約 60 秒）→⑤レスト（60 秒） 
 実験の課題絵本として，英語版は Frog and Toad Are Friends に収録されている『A Swim』
(Arnold Lobel，2003, HarperCollins; I Can Read Book 2) ，日本語版は「ふたりはともだち」
に収録されている『水泳』（アーノルド・ローベル作，三木卓訳，2015，ラボ教育センター）か
ら一部を抜粋して使用した。英語学習歴の差によって英語部分の内容理解が著しく阻害される
ことを防ぐために，物語の前半部分を日本語で提示することによって語彙および内容の背景知
識を与え，後半部分を英語で提示した。実験終了後には，エディンバラの利き手テストを実施し，

図 1 プローブの装着位置 
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利き手を確認すると同時に，英語学習歴，英語部分の読み聞かせの内容理解度についてのアンケ
ートを実施した。 
 
(2) 読み聞かせにおける「読み手」の読み方における差の検証 
 英語絵本の「読み聞かせ」における「読み手」側の脳内活動を検証するために，申請者の英語
絵本の読み聞かせ活動の授業を受講した大学生を対象に，「音読読み（Reading aloud to oneself: 
RAO）」と「聞き手を意識した読み（Reading aloud to listeners: RAL）」の違いを観察する実験
を実施した。 
 実験プロトコルは，次の通りである。 
 ①レスト(60 秒)→②音読読み：RAO(約 45 秒)→③レスト（60 秒）→ 
 ④聞き手を意識した読み：RAL（約 45 秒）→⑤レスト（60 秒） 
 実験の課題絵本として，Frog and Toad Are Friends に収録されている『The Story』(Arnold 
Lobel，2003, HarperCollins; I Can Read Book 2)から 2 か所を抜粋して各課題用に使用した。
プロトコルの(2)・(4)に関しては，順序を入れ替え，参加者間でカウンターバランスをとった。
また，実験課題はすべての参加者にとって初めて読む英文であったため，実験開始前に 5分間の
練習時間を与えた。 
  
 エディンバラの利き手テストの結果，左利きと判明した参加者を除外し，小学生 14 名，中学
生 16 名，高校生 27 名，大学生 18 名を分析対象とした。大学生 18 名は，実験(1)・(2)の両方に
参加した。視線計測装置に関しては，特に小学生において，実験中の眼鏡のズレによるアーチフ
ァクトが大きかったため，詳細分析が行えず，参考資料とした。NIRS による前頭前野の賦活状
況の分析方法は，次の通りである。 
 ① OEG-16 に搭載されているソフトウェアで開始時を基準とするベースライン処理を実施。 
 ② 実験(1)では，日本語・英語のそれぞれの読み聞かせ聴取中の，実験(2)では RAO と RAL 
      のそれぞれの読みの各参加者の Oxy-Hb（酸素化ヘモグロビン）値の平均をチャンネル 
   ごとに算出。 
 ③ 聴取言語および読み方の差をウィルコクスンの符号付順位和検定を用いて分析。 
  （使用ソフト：SPSS Ver.25） 
 
４．研究成果 
 
(1) 実験(1)の結果 
  NIRS による計測を行った結果，日本
語と英語での絵本の読み聞かせ聴取時
の差が統計的に有意だったチャンネル
は，小学生および中学生は 0，高校生は
4 チャンネル（3ch，5ch，7ch，10ch），
大学生においては 10 チャンネル（2ch，
3ch，4ch，5ch，6ch，7ch，8ch，10ch，
11ch，14ch）であり，それらのチャンネ
ルでは，英語による読み聞かせ聴取時の
方が，日本語による読み聞かせ聴取時よ
りも統計的に有意な Oxy-Hb の減少が
認められた。 
 図 2～図 5 のグラフから明らかなよ
うに，小学生と中学生・高校生・大学生
の賦活状況，賦活部位には違いがみら
れ，特に小学生における 12ch では，英
語での読み聞かせ聴取時の Oxy-Hb の
増加が顕著であった。中学生では，日本
語での読み聞かせ聴取時の賦活状況と
英語での読み聞かせ聴取時の賦活状況
がほぼ同じ状態となっているが，チャン
ネルごとの増減の傾向は高校生・大学生
の状況とほぼ一致していた。 
 
(2) 実験(2)の結果 
 NIRS による計測の結果，図 6 のよう
に，賦活状況に差は見られるものの前頭
前野のすべてのチャンネルにおいて有
意差は見られなかった。 
 
 

 

図 2 小学生における NIRS の結果 
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図 3 中学生における NIRS の結果 
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(3) 考察とまとめ 
 実験(1)において，発達・学習段階が
上がるにつれて，日本語による読み聞
かせ聴取時よりも英語による読み聞
かせ聴取時の方が前頭前野の広範囲
で Oxy-Hb の減少が有意であった。一
般的に，前頭前野における Oxy-Hb の
減少は，リラックスした状態にあると
考えられている。本研究では，英語学
習歴の差による内容理解の阻害を軽
減するために，日本語→英語の順で課
題を提示していたために，英語の課題
文提示の頃には緊張がほぐれていた
可能性はある。しかし，高校生・大学
生にとってもいくつかの未知語が含
まれている英語での読み聞かせの方
がリラックス効果が高かったとは考え
にくい。 
 本研究で Oxy-Hb の減少が高校生・
大学生で有意に見られたチャンネルに
は，デフォルト・モード・ネットワー
ク(Default mode network: DMN)の構
成部位である前頭葉内側部が含まれて
いる。越野他（2013）は，課題の遂行
のために脳内処理資源が必要な領域に
配分された場合，DMN の活動が低下
すると指摘している。そのため，高校
生や大学生のような英語学習経験が長
い学習者の場合，言語処理に必要な言
語野に脳内資源が効率的に配分され，
その結果 DMN の機能が抑制された可
能性がある。しかし，本研究では，前頭
前野のみの計測であったため，視覚野，
聴覚野，および言語処理に関わるブロ
ーカ野・ウィルニッケ野が含まれる左
脳側頭部との関連性には言及できず，
今後さらなる検証が必要である。 
 また，実験(1)では，小学生において
は，中学生・高校生・大学生とは前頭前
野の賦活パターンが異なっていること
が明らかになった。しかし，本研究では
発達・学習段階における差の検証を主
目的としていたため，その差が生じる
要因の解明までには至っておらず，今
後の課題である。 
 実験(2)では，「読み手」の読み方の違いにおいて有意差は見られなかった。村中(2019)は，経
験者と初心者が絵本の読み聞かせの「読み手」を行った場合の脳反応を計測し，経験者の場合は
自由読み（本研究の RAL に相当）の場合は前頭前野の Oxy-Hb 濃度変化量が増加傾向にあり，
淡々読み（本研究の RAO に相当）の場合は反対に減少傾向であったと報告している。一方で，
初心者の場合は個人差が大きかったと述べている。本研究では，実験参加者には最低 5 回の英
語絵本読み聞かせに関する指導を行い，毎回「読み手」側の練習を行ったが，実験課題は初見で
あったため，村中（2019）の示唆する初心者と同様の結果に至った可能性が高い。そのため，
「読み手」側の熟達度との相関関係については今後さらに検証する必要がある。 
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図 4 高校生における NIRS の結果 
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図 5 大学生における NIRS の結果 
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図 6 読み方の違いにおける NIRS の結果 
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